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令 和 ４ 年 度 第 ３ 回 我 孫 子 市 総 合 教 育 会 議 

概  要 

 

■件 名／令和４年度 第３回我孫子市総合教育会議 

■日 時／令和５年３月２４日（金）１６：００～１７：１５ 

■場 所／教育委員会 大会議室 

■出席者／星野市長、丸教育長、村松教育委員、新山教育委員、中村教育委員 

山元企画総務部長、飯田教育総務部長、菊地生涯学習部長 

（教育総務課）森田課長、高橋主幹、吉枝主任主事 

（文化・スポーツ課）永田課長補佐、清水係長、今野主査 

（秘書広報課）岡田課長、安武課長補佐 

■欠席者／蒲田教育委員 

■傍聴人／なし 

■協議・調整事項 

１．教育大綱の見直しについて 

令和５年度から開始する次期教育大綱について、案文を示し、秘書広報課

から説明し、意見交換を行った。 

 

（意見交換） 

 各学校では、令和４年度から学校運営協議会が設置され、コミュニテ

ィ・スクールが開始した。これまでよりも、地域が学校の運営に関わ

るようになっているので、それがわかる表現を入れても良いのではな

いか。 

 大綱の項目のうち「基本目標及び重点施策」が、教育委員会が策定する

教育振興基本計画の柱となる。令和５年度に次期教育振興基本計画の

策定検討が行われるため、そのなかで、地域が学校運営により関わる

ことがわかるような表現を盛り込んでほしい。 

 次期教育振興基本計画では、重点施策２「子どもがいきいきと輝く学校

づくり」の中で、コミュニティ・スクールについて具体的に触れてい

きたい。 

 次期教育振興基本計画には、今後、何をやっていくのかを読みとること

ができるような表現を入れるようにしてほしい。 

 基本方針Ⅱのうち、重点施策２スポーツの振興が重点施策３となり、重



 -2- 

点施策３文化芸術活動への支援と地域文化の継承が、重点施策２歴史

文化財の保存・継承と文化の振興となり、順序が入れ替わっている。

これは、第四次総合計画の中で、事業の優先順位が変わったというこ

とか。 

 重点施策の順序と、事業の優先順位は関連していない。重点施策は、計

画期間内に重点的に取り組んでいく施策を表したものであり、事業の

優先順位は、３年ごとの実施計画や毎年度の予算編成において、その

時の財政状況などを踏まえて決定していく。 

  

次期教育大綱については、案のとおり合意が図られたことから、今後、令

和４年度内に事務手続きを進め、令和５年度から次期教育大綱の期間を開始

することとした。 

 

２．市内の文化・スポーツ施設の施策報告について 

令和５年２月１６日に教育委員向けに実施した市内の文化・スポーツ施設

の視察について、文化・スポーツ課から報告し、意見交換を行った。 

 

（意見交換） 

 視察で最も印象的であったのは、杉村楚人冠記念館の刻印である。「The 

Haven Abiko Chiba-ken」（安息の地・我孫子 千葉県）は、とても素晴

らしい表現で、市のキャッチコピーなどに活用しても良いのではない

か。 

 刻印のキャッチフレーズを成人式の記念品のテレフォンカード（図書カ

ード）などに利用してはどうか。 

 白樺文学館の地下は、特別感のある空間なので、有効活用してはどうか。 

 旧井上家住宅の蔵も活用方法があるのではないか。 

 旧井上家住宅でかるたはどうか。雰囲気によく合うと思う。また、市民

がもっと憩える場所があると良いと思う。 

 毎年テーマを決めて、学芸員や図書館司書などで定期的に会議を設けて

いるので、提案いただいた施設の活用方法について、提案していきた

い。 

 旧井上家住宅に関しては、見学者用のトイレがないことが残念である。

来年度に実施設計の予算が措置されているので、早く整備されること
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を期待している。 

 旧井上家住宅のパンフレットを設置したところ、布佐に以前から住んで

いた方、新しく転入してきた方のどちらにも好評であった。やはりＰ

Ｒが大切であると実感した。行政サービスセンターにも置いてはどう

か。また、桜がきれいな宮の森公園と合わせて、ＰＲしてはどうか。 

 宮の森公園の桜は、地元の方は知っているけれど、ほかの地区にお住い

の方は知らないことが多い。市制施行記念で作成した切手に、宮の森

公園の桜を掲載したことがあるが、その切手で初めて知ったという方

もいたので、確かにＰＲは大事であると考えている。 

 杉村楚人冠記念館、白樺文学館、旧村川別荘、旧井上家住宅は、ＰＲ用

のホームページを作成している。また、来年度は所蔵資料をインター

ネット上で検索できるシステム導入に向けて作業を進めている。これ

により、学校での調べ学習に利用できたり、システム会社が開発する

スマートフォンアプリで展示解説が見られたりと、文化財を身近に感

じてもらえるきっかけになればと考えている。 

 杉村楚人冠記念館も白樺文学館も、学芸員の説明がとても良かった。 

 

以上 


